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はじめに
２０世紀末から今世紀にかけて，イタリアでは，未来派（未来主義）の再
考察が進められてきた。２００９年の未来派創立１００周年はその節目となった。
１００周年を迎えるにあたり関連書籍の出版や再版が相次ぎ，並行して大小
様々な規模の企画展が国内各地で開催された。それらを通して再提示され
たこの前衛芸術運動の姿は，１９８０年代まで限定的に描かれていたそれとは
異なり，グローバルな多面的現象としての姿だった。それまで公開される
ことのなかった資料の発掘調査が若手研究者に引き継がれ，未来派言語が
再解釈された結果，同時代の歴史的アヴァンギャルドから今日の芸術創作
にまで，“触媒”となって影響を及ぼす様が明らかにされた。すなわち，
未来派とは，現実に絶えず出現する変容に鈍感ではいられない者たちが，
過去の堆積である現在に甘んじる者たちを過去主義者と罵り，あらん限り
のエネルギーを発動し始めた動力そのものだった。機械，戦争，速さを三
大美学に掲げるイタリア未来派とは，計画的政治運動ではなく，産業化，
機械化の影響下に生きる人間による，変容する生活への鋭い認識と自覚の
意思表明，そしてその目まぐるしい変化に対する心身の反応であり，未来
派運動とは，新たな未来へ飛翔する欲求の形態だった。こうした現象は，
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創立者フィリッポ・トンマーゾ・マリネッティ（Filippo Tommaso Mari-
netti，１８７６―１９４４）が１９０９年の「未来派創立宣言」２を皮切りに文学におけ
る改革を掲げると，次に描く手段に表現され，音楽に表現され，そしてカ
ンバスを超えて空間へ，例えば舞台空間へと芸術領域を跨いで展開して
いった。未来派は，激動する社会の変化を身体感覚を介して敏感に感知し，
吸収し，その身体そのものすら媒体として，伝統的芸術形式の革新を試み
たのだ。
本考察においては，未来派の誕生が身体動作を伴う行為であり，この芸
術運動のエネルギーの源泉が身体性にあったこと，加えて，飛行機による
飛行体験が未来派芸術の洗練と成熟をもたらす鍵になったことが重要な前
提となる。身体性が芸術運動の本質にあることを確認したうえで，本論考
では，未来派が遠心分離しながら誕生させたさまざまな芸術表現のなかで，
運動の主流とはならなかったがゆえに十分に議論の深められてこなかった
舞踊に着目する。未来派の熱狂を身ひとつで表現し，１９３１年に〈航空ダン
ス〉（Aerodanza）を完成させたバレリーナ，ジャンニーナ・チェンシ（Gian-
nina Censi，１９１３―１９９５）を取り上げ，未来派を表現する〈航空ダンス〉が
どのような作品で，どのような経緯で誕生したかを考察する。残念ながら
チェンシの踊る姿が記録された映像資料は今日まで発見されていないため，
振付けを完全に再現し分析することができない。そのため，先行研究でも
作品の詳細はこれまで明らかにされてこなかった。そこで，本論考では，
一次資料調査を実施し，それを証左として〈航空ダンス〉の意義を究明す
ることを試みる。３
１ ジャンニーナ・チェンシ略歴
１－１ スカラ座バレエ学校
ジャンニーナ・チェンシは１９１３年にミラノに生まれた。父はコンセル
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ヴァトーリオで教鞭をとる作曲家，母は声楽家兼ピアニストという音楽一
家の一人娘だ。ジャンニーナは１９２６年からスカラ座バレエ学校の個人レッ
スンを受け，チェッケッティ・メソッドと呼ばれるスカラ座流のクラシッ
ク・バレエの基礎を習得した。バレエ学校の教則を築いたマエストロ，エ
ンリコ・チェッケッティは，バレエ・リュス（ロシア・バレエ団）のダン
サーたちの指導にも従事した舞踊家であり，引退後の１９２５年よりスカラ座
で指導にあたっていた。そもそもバレエは１９世紀に芸術形式として確立さ
れたが，ドガの描く踊り子が思い起こされるように，当時は家柄の良い娘
たちが従事する仕事ではなかった。一方，２０世紀初頭にモダン・バレエの
隆盛が舞踊の歴史を大きく改革した当時，良い家柄の娘たちの理想的な身
体教育としてバレエやダンスが推奨されていた。若いジャンニーナもまた，
家庭内で育んだ音楽の素養に加えて，バレエを習いに通った。
１－２ 新しいダンス
ジャンニーナ・チェンシはバレエ学校で訓練を積むと，１９２９年以降，バ
レリーナとして舞台に立ち始める。ただし，ロマンティック・バレエの古
典的な演目ではなく，伝統的なバレエの教則から解放された自由なダンス
の演目に出演した。この頃，ひとりのロシア出身のバレリーナがイタリア
でのモダン・ダンス普及に先駆的な役割を果たす。アントン・ジュリオ・
ブラガリアに見出され，「造形的バレエ」という概念を打ち立てたルスカ
ヤである。ルスカヤは後に帰化し，国立バレエ学校で指導にあたり，今で
はその名を掲げた若手ダンサーへの褒章があるほどイタリアの舞踊界に功
績を残した人物である。ルスカヤは１９２９年，ギリシア悲劇に着想を得た，
エットレ・ロマニョーリの台本による『ペルセポネの神秘』と，エウリピ
デスの『アルケスティス』を振付け，公演を行う。ロマニョーリは著名な
文学者であり古典を題材にした舞台を演出したが，その意図はむしろ新解
釈を提言することにあった。後者の作品が当時の新聞に，おそらく皮肉と
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揶揄を込めて「古代ギリシャ―未来派的」と評されたように，新旧，つま
り未来と過去の両要素を兼ねた演出だった。振付もまた，伝統的クラシッ
ク・バレエの踊り方とは異なるもので，チェンシが（Vaccarino１９９８：１３）
「クラシックのメソッドとはかなり異なるメソッド」と思い起こしている
ように，独自の技法だった。上演は，コモ県エルバにある屋外のリチニウ
ム劇場で催された。青空の下で踊る流行はイサドラ・ダンカンを始め当時
のモダン・ダンスの萌芽に特徴的な傾向である。チェンシにとってはこの
演目が，造形的で彫刻のような動作を描き出す新しい踊り方を，芸術的意
図を自覚して踊る初めての経験となった。そして，舞踊表現に新たな地平
が開けていることを実感すると，その地平の先に見えるものを求めて旅発
つことになる。
１－３ パリでのレッスン
１９３０年６月，ミラノでは習えないような新しい自由なダンスを学ぶため，
希望に胸を膨らませチェンシはひとりパリへ旅発つ。「何か新しいもの」を
踊りたいと希求し，それが具体的にどんなスタイルのダンスなのかまだ
はっきりとはわからずとも，まだ名前を持たない「何か新しいもの」を習
得したいと欲する若々しい情熱に掻立てられるようにしてパリ行きを決心
したことは，すでに未来派につながる素質を感じさせる。
当時のパリは，前年セルゲイ・ディアギレフが他界していたものの，ニ
ジンスキーを継いだ振付家セルジュ・リファールやピカソの妻オルガ・コ
クロヴァ，後にニューヨーク・シティ・バレエ団を発足させるジョージ・
バランシンといったディアギレフのバレエ・リュスを支えたダンサーたち
のいる街であり，バレリーナとしてさらなる高みを目指す少女にとって憧
れの地であった。同時に，その街で暮らすことは，現代的生活のリズムを
全身で体感することでもあった。かつて未来派が都市を走る車のスピード
や人々の喧騒を現代的な芸術の主題として掲げたように，空を突き刺す鉄
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塔の聳えるパリの街は，ミラノ出身のチェンシにとっても，未知のスピー
ドとリズムを文字通り肌で体感する場となった。チェンシは，「ものすご
くたくさんの車が通りを行き交う。パリでは車の量がとてつもなくて，通
りを渡るのもすごく難しい。何十分も待たなきゃいけないこともしょっ
ちゅう」４と率直な驚きを日記に書き残している。
チェンシはロシア人バレリーナのルボフ・エゴロワに師事する。エゴロ
ワは，帝室マリンスキー劇場で踊ったバレリーナであり，革命後，バレエ
・リュスの演目でニジンスキーのパートナーも務めた。１９２３年以降は後続
の指導にあたり，セルジュ・リファールからモーリス・ベジャールまで，
彼女のもとでバレエの基礎を学んだ教え子たちが２０世紀バレエ史の基盤を
築くことになる。当然，レッスンはとても厳しいものだった。チェンシの
参加したクラスには２０人ほどの生徒がいるうち男性は６，７人おり，女性
はみなロシア人で，イタリア人はチェンシ１人。こうした中では，スカラ
座バレエ学校の指導方法との違いにも直面した。「パ（pas）」と呼ばれる
バレエの基本ステップは，幾つも覚えて繰り返し訓練を重ねるものだが，
そのステップの違いや，慣れたようにこなす他の生徒との実力の差，そし
て使用する音楽の違いにも戸惑う。初日のレッスンについて「パは難しく
て，音楽も違う，カルメンの特に有名なトレアドールとかショパンとか」５
と書き残している。３日目のレッスンを終えた日の日記には，「脚があち
こち痛い！こうして毎日が過ぎて行く・・・ゆっくりと，少し寂しく。お
金の問題でつらい時。こんなんじゃ続けられない。お父さんに話さないと
いけないだろうけど，それはしたくない」６とあり，経済的に十分な支え
があっての留学ではなく，最低限の蓄えだけでパリへ発った様子が伝わっ
てくる。しかし，そんな愚痴も自分への力強い励ましで結ばれている。「か
わいそうなジャンニーナ！でも怖がらないで，前へ進むのよ。」７己の身体
能力を頼りに技術を磨く踊り手として，精神的にもみずからを鼓舞する姿
勢からは，気概ある性格が覗く。
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およそひと月ほどではあったがパリ滞在中に体験したレッスンは厳格な
ロシア・バレエの訓練法だけではなかった。その後のチェンシを踊り手と
しても振付家としても豊かにした，民族舞踊を学ぶ経験も積んだ。オリエ
ンタリスムの流行りに同じく，身体の可能性と新しい身振りを追求する踊
り手たちに，インド舞踊を始めとする東洋の民族舞踊がインスピレーショ
ンの源となっていた。西洋の伝統とは異なる音楽や舞台美術の芸術要素を
取り入れるのはもちろんのこと，それ以上に，クラシックの「パ」を体に
刻み込んできたダンサーにとっては，今までしたこともないような身体部
位の動かし方を習得することを意味する。例えば手の使い方ひとつを取っ
ても，究極の美を突き詰めた結果の規則として厳密に定められている動く
手の軌道に敢えて逆らい，本来反れてはいけない方向に手首を曲げる不自
然さを表現技法のひとつとして身に着けてしまうことだ。言い換えれば，
異国の生活を体験するように，みずからの身体に異質の身振りを享受し，
「何か新しいこと」を身につけ身体表現の可能性を広げることを意味する。
こうしてバレエ・リュスの成功冷めやらぬパリで，新進気鋭の舞踊家た
ちを育てたエゴロワによる指導を受け，さらに新しい身振りの可能性を身
をもって学んだ経験は，未来派ダンスを創作しうる身体能力の基礎を築い
たといえるだろう。
１－４ 未来派劇団への参加
帰国後もチェンシは継続して舞台に出演する。その度に新聞の舞台評に
チェンシの優美な踊りが讃えられ，踊り手としての経験と知名度を着実に
積んでいったことがわかる。その多くは古典と新しい芸術形式とを兼ね備
えた作品であったが，パリ留学からおよそ１年後，決定的な転換点となる
舞台を踏むに至る。１９３１年５月から６月にかけて，マリネッティの名前を
掲げた未来派劇団のパフォーマンスがイタリア国内を巡業するが，そこに
チェンシは唯一のダンサーとして参加することになった。「同時性―１６に
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要約された未来派的ディベルティメント（Simultanina, divertimento futur-
ista in 16 sintesi）」と題された未来派の夕べの巡業は，１９１０年代から未来
派演劇作品に取組んできたマリネッティの最後の巡業にあたり，ひと月ほ
どの間に２０箇所以上の都市を巡った。同時性は未来派運動のキーワードで
あり，解釈や表現のありかたは異なれ同時代の歴史的アヴァンギャルドに
も通じるテーマである。巡業の演目「シムルタニーナ」は，simultaneità
（同時性）から造語された固有名詞であり，その名を冠した女性主人公を
劇団の看板女優が演じた。それ以外の出演者は男性の役者たちで構成され
た。その芝居に，一場面のみダンスが組み込まれた。よって，巡業にただ
ひとりダンサーとして同行したチェンシは当然注目の的となり，さらには
南北を跨いでイタリア全土に渡ってマリネッティの名前とともに知名度を
上げる格好の宣伝効果が得られたといえるだろう。
２〈航空ダンス〉
２－１ 飛行神話と航空美学
１９０９年９月，奇しくも未来派創立と同年に国内で初めての飛行機レース
が開催された。ライト兄弟による初飛行成功から６年後，アメリカ，フラ
ンス，そしてイタリア国内から最先端の技術と勇敢さを携えた飛行士たち
１２名がレースに集まった。当時既に自動車レースの開催地としてスピード
熱の高まっていたミラノ郊外のブレーシャにて開催されたこの「第１回航
空レース」には，著名人，文化人をはじめとする多くの聴衆が見物に押し
寄せ，これ以降各地で航空レースが催されるようになった。自動車レース
に熱狂していたイタリア人の関心は，地上を疾走するスピードから宙を舞
う空中のダイナミックなスピードへと広がっていく。マリネッティが同年
２月に発表した「未来派創立宣言」には，飛行機が重要なモチーフとして
以下のように取り上げられている（MF）。
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われわれは［…］飛行機の滑空を謳おう。そのプロペラは旗のように風にはため
き，熱狂した群衆のごとく拍手喝采をしているようだ。
ただし，この時点で詩人マリネッティが体験していたのは地面を這う自動
車のスピードでしかなく，重力に逆らい空を舞う飛行機については見聞に
すぎない。マリネッティが飛行士の操縦する飛行機に同乗しアクロバット
飛行を現実に体験するのは，翌年１９１０年のことである。８その体感を以下
のように表現している（MTLF）。
飛行機で，ガソリンのシリンダーの上に腰を下ろし，腹は飛行士の頭に熱せられ
て，わたしは，ホメーロスから継承される古くさいシンタックスのばかばかしい
無益さを感じた。言葉を自由にし，古代ローマ時代の監獄から救い出すことが急
務だ！こいつは，愚者がみなそうであるように，生来用心深い頭と腹，２本足と
２つの扁平足をもっているが，２つの翼だけは決してもつことはないだろう。［…］
これが，ミラノの頑丈な煙突の２００メートル上空を飛ばしているときに，回転する
プロペラがわたしに言ったことだ。
レオナルド・ダヴィンチが鳥人間を技術的に構想していた時代からの飛行
神話が，神話から現実へとシフトした結果，体感を介した主題へと転換し
たさまがここに読みとれる。次に引用する回想では（NRMV），飛行中に
空気が肺に吸い込まれると同時に身体と空の境界線が消滅していくかのよ
うな感覚が伝えられている。
ビエロヴチク飛行士と初めて飛んだとき，わたしは胸がまるで大きな穴のように
開いていくのを感じた。そこに空の青さがまるまるなめらかにひんやりと奔流の
ごとく心地好く流れ込んできた。
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飛行体験の直前に認めたマニフェストの中で，マリネッティは（UMRM）
「人の肉体には，翼が眠っている」と明言し，続けて「未来の人間はいっ
そう優れた飛行士であり続ける」と予言していたが，こうして身体髪膚を
恐怖と興奮に晒す飛行体験を通して“未来派の理想的身体＝飛ぶ身体”の
等式が固められていく。
それまで人の視線の高さに開けていた視界が，空から俯瞰し横転，転覆
しながら知覚された視界へと転換した衝撃は，マリネッティのみならず，
未来派芸術家たちの感性を強く刺激した。ダイナミズム，スピード，同時
性を芸術表現のテーマとしてきた未来派芸術が，全く新しい主体と客体の
関係性を手にしたといえる。やがて，未来派創立当初の自動車を主題とす
る作品創作は，１９３０年代に入り，航空技術の発達と並行し飛行機を主題と
する作品創作へと昇華していく。事実，未来派絵画は接頭辞 aero- を付し
て「航空絵画」（aeropittura），同様に詩は「航空詩」（aeropoesia）と名付
けられ，新たな未来派の芸術ジャンルとして各芸術分野に接頭辞あるいは
形容詞 aereoを付した宣言文が立て続けに発表された。未来派研究者リス
タは，こうした飛行を主題とした一連の未来派独自の芸術表現を総括し，
「航空美学」（aeroestetica）と定義した。それにより，第一次大戦以降，
未来派は弱体化したものとして十分な考察がなされなかった所謂「第二次
未来派」活動期にあたる期間の豊かな展開を指摘した。
「航空美学」では，飛行そのものや飛行機の美のみならず，より重要な
ことには，飛行する身体や飛行中の感覚，感情が好まれて主要テーマに採
用される。言い換えれば，「航空美学」解釈の鍵となるのは，身体性の介
入である。マリネッティの宣言文からの引用に見られるように，未来派の
機械神話は身体性の探求に並行し洗練されていく。例えば美術においては，
下に引用する航空画家ドットーリの言葉にあるように（ST），画家たちは
ただ空の飛行機を見上げて描くのではなく，必ず飛行を体験することを互
いに奨励していた。
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未来主義者たちが画家に「飛んでごらんよ」と言うのは，まだ使われたことのな
いアスペクトで対象が見える新しい視点からそれらを観察するために空へ行くか
らというだけではなく，対象を現実に上昇させ，現実を支配し，完全に違う現実，
でなかったらずっと変わり続ける，新しい現実を見るため，あるいは夢見るため
だ。
飛ぶとは空想を広げ風にさらすことを意味する。自由にすばやく翼を広げるのを
妨げる過去主義につきもののごみくずを洗い流すことだ。
こうして飛行体験を経て描かれた一連の「航空絵画」を未来派が提言し，
新たな美術ジャンルとして確立したのが，１９３１年の「航空絵画宣言」であ
る。そこに推奨された画家の描く姿勢とは，固定した視座から対象を遠近
法で捉えた，従来の静止した描く身体性を覆す。例えば（AP），
３．画家は，［飛行と］同じ速度を体感することなしには，観察することも描くこ
ともできない。
７．あらゆる航空絵画は，飛行機の動きと，鉛筆，筆，あるいは拡散器を動かす
画家の手の動きの，二重の動作を同時に有している。
といった指示に，画家の身体所作が飛行機の動きとほとんど同化するイメ
ージが明確に示されている。まるで飛行機に融合して画家の身体が，飛び，
跳ね，回転するように，まるで踊るように，飛行を描くのだという。
２－２ 「未来派航空絵画と舞台美術展」
１９３１年１０月から１１月にかけて，ミラノのペザロ・ギャラリーにて「航空
絵画と舞台美術の未来派展」が開催される。４８名の画家の作品が展示され
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るこの展覧会の付随イベントとして「未来派最高記録詩人」と称する詩人
を表彰するコンテストが実施された。競技として詩作を競うが，表彰され
た詩人に名誉とともに授けられたのは伝統の月桂樹の冠ではなく「抒情詩
アルミヘルメット」だった。未来派詩人を讃えるにふさわしいのは，月桂
冠より自動車や飛行機の操縦士が被るヘルメットであり，その材質は当然
メタリックなものでなければならなかったわけだ。また，レーシングカー
の最高速度記録や，飛行機の飛行時間と距離の記録を競うスピード競技に
あやかり，最高記録を美とするレースの理論が詩のコンテストにすらも転
用されていることがわかる。そして，こうした詩を主題とする未来派コン
テストの余興に採用されたのが，ダンスだった。コンテストのチラシには，
開会の出し物として以下のように告知されている。
コンテストに先立ち以下の講話がある。
１キエーザ，舞踊の記述のイタリア流メソッドについて５分間
２プランポリーニ，未来派ダンスについて５分間
３ジャンニーナ・チェンシ，マリネッティの朗唱する２つの航空詩とプランポリ
ーニの航空絵画をダンスで表現する（音楽のない未来派ダンス）
１つ目と２つ目の講話に続いて，３つ目の出し物に予告されている通り，
オープニングを飾るパフォーマンスで踊ったのが，ジャンニーナ・チェン
シであった。絵画展とダンス，あるいはそのオープニングを飾る詩とダン
スという組み合わせは，１９１０年の「未来派画家宣言」（MPF）と「未来派
絵画宣言」（PF）発表以降多数開催されてきた未来派の絵画展に前例はな
く，画期的な，あるいは試験的な試みであったことがわかる。チェンシの
ダンスは，前半は詩にあわせて踊り，後半は絵画を踊るというものだった。
括弧内に敢えて強調されているように，音楽に合わせて成立する芸術であ
るはずが，チェンシが踊るのは，朗読にのせたダンスと，静寂にのせたダ
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ンスであった。
２－３ 航空詩を踊る
マリネッティ特有の雄弁術は未来派の夕べで繰り広げられるパフォーマ
ンスを常に牽引する見せ場で，かれは聴衆を引きつける話し方に長けてい
た。朗唱の技術に関して，未来派画家クラーリにインタヴューを行ったベ
ルティーニ曰く（Bertini２００２：２５），マリネッティは「“熱”を下げたり
上げたりする要領で聴衆の気分を掌握する」ことができたという。その効
果的な演説パフォーマンスは意識的に技術を練り上げた成果であり，雄弁
術についても宣言文を記している（DDS）。
未来派朗読家は，腕をつかうように脚もつかって朗読しなければならない。この
リリック・スポーツは詩人たちに，めそめそすることなくより力強くより楽観的
であるよう強いる。
こうした言葉遣いに象徴されるように，詩の朗唱が身体動作を伴う行為で
あること，それは一種のスポーツであることがイメージされている。さら
に具体的な技巧について習得すべき技術もいくつか列挙されている。その
うち，声の響かせ方と身振りについて言及した箇所を挙げる（DDS）。
４．自由詩によって表現される物質の振動そのものによって声を溶かしていきな
がら，声を金属化し，液化し，植物化し，石化し，そして電化すること。
５．力の向かう先を示す信号や灯台の明かりの，または自由詩のダイナミズムを
表現するピストンや車輪の切るような硬さを腕で示し，造形的なジェスチャーを
する。
６．空中に立方体や円錐，螺旋，楕円などを綜合的に描き出す製図のような地図
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のようなジェスチャーをする。
マリネッティにとって，朗読はジェスチャーを活かしたひとつの技であり，
声と身振りを共鳴させた身体表現であったことが読み取れる。脚，腕，手
を動かし声と一体化させながら“表現”するのだ。発声法については，金
属についての詩ならば声も金属化され，電気を題材とした詩を詠むならば
声も電化され，といった具合に，表現内容に従い変容させるべきだという。
「未来派最高記録詩人」コンテストの開会セレモニーでは，こうした意識
的な朗読の技法を“音楽”としてダンスが踊られたことになる。いずれも
飛行を題材にした力強い航空詩２点が身体表現としてマリネッティに朗読
され，同時に舞台上のダンサーと共演することで，声の響きも視覚化させ
ることに成功したと考えられる。
２－４ 航空絵画を踊る
もうひとつ，舞踊史，パフォーマンス史においても意義深い試みがなさ
れた。それが，音楽に代わる伴奏として絵画を採用した試みである。伝統
的にバレエは物語を題材とし，踊り手は役柄を与えられ，それを演じてき
た。登場人物の心情を言葉を用いずに音楽の助けを借りて身振りで表現す
るものだ。それに対し，チェンシの試みは，描かれた絵画を踊りに再表現
することである。踊りを支えるのは音楽でも詩でもなく，物言わぬ絵であ
り，静寂の中で踊るダンスである。
踊りの背景に展示されたプランポリーニが描いた５枚の航空絵画は消失
しており，具体的にどのような作品だったかは確認できない。ただし，作
品タイトルと同時代の作風から推測するに，飛行機や飛行中に視界に現れ
る風景を叙述的に描く作風ではなく，より抽象性の高い精神性が押し出さ
れた作風によるものであったろう。それらの絵画は，画家の手に抱えられ
て移動するかたちで舞台背景として用いられた。観客の視界に絵画が見え
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るように工夫されたことはもちろん，動く舞台美術としての効果も得られ
たことが推測される。
画家であるプランポリーニは舞台芸術にも関心が高く，２０年代に未来派
パントマイム劇団を組織し上演を実現させていた。未来派パントマイム劇
団は，パリで人気を博したバレエ・リュス，そしてバレエ・スウェドワを
念頭に置き，それらに匹敵する劇団をイタリア未来派から誕生させようと
狙ったものだった。そうした画家の知識背景からも，静寂のなか絵を踊り
で再現する発想は，十分に練られたものであったと考えられる。
２－５ 〈航空ダンス〉演出
飛行と踊りが結びついた新たな試みは，ダンスの新ジャンルとして〈航
空ダンス〉（Aerodanza）と名付けられた。しかし，こうして〈航空ダン
ス〉が実現する以前にも，マリネッティは未来派に相応しい舞踊作品の青
写真を描いていた。１９１７年にバレエ・リュスがローマで公演した際に，未
来派の画家バッラがストラヴィンスキー作曲〈花火〉に作品を提供した。
それはバレリーナの登場しないバレエという究極の演目だったが，その舞
台を成功させたことをきっかけにマリネッティは「未来派ダンス宣言」を
書き上げた。「流散弾のダンス」「機関銃のダンス」「飛行士のダンス」の
３部作から成る台本のうち，最後の飛行機を主題にしたダンスは，１９３１年
の〈航空ダンス〉の着想の元にもなっている。「飛行士のダンス」の指示
では，ひとりのバレリーナが衣装として胸にプロペラを付け，身体動作に
合わせてそれが振動する仕組みや，舞台床には空から俯瞰した風景が描か
れたカーペットを敷く舞台美術，そして飛行機の離陸を模倣する動作など
が細かく記されている。ただし，マリネッティは舞踊の専門知識をもたな
いことから，チェンシが忠実に台本を再現したわけではなく，〈航空ダン
ス〉の振付けはチェンシが独自で行った。
また，「未来派ダンス宣言」では，マリネッティは（DF）「音楽は根本
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的にノスタルジアを誘うもので，ゆえに未来派ダンスにはまるで相応しく
ない」と予言し，音楽に代わるものとして騒音を挙げている。それに対し，
〈航空ダンス〉では，航空詩の朗唱が音楽に代わり，果ては音を流さず視
覚のみで鑑賞するという選択がなされている。さらに，マリネッティが舞
台袖で同時に朗唱する声に合わせて踊ったことから，事前に全て振付けを
記憶する通常の踊り方とは異なり，即興が多かった。即興は，ハプニング
やサプライズを好んで仕掛けた未来派の舞台には重要な要素である。〈航
空ダンス〉でも，即興に対応できる能力も求められたといえるだろう。
視覚に印象を与える要素のひとつである衣装については，プランポリー
ニがデザインしたほとんど装飾を付けないレオタードの衣装が写真に残さ
れている。身体の線が露になった衣装は，当時の観客にとっては衝撃的な
姿だった。チェンシが後年思い出すところでは，当初胴体にガスチューブ
を巻き付ける衣装をプランポリーニは想定していた。しかし，これに異論
を唱えたのがチェンシだった。視覚的にそれとわかるような造形を身に
纏って飛行機を表現するのではなく，踊りだけで表現したいと望んだのだ。
すなわち，飛行機を主題とした舞踊作品であることを，叙述的な要素に解
説を委ねずに，振付けのみで表現しきる自負が，チェンシにはあったのだ
ろう。チェンシは，動作を妨げるような装飾を好まず，自由であることを
望んだ。身体と身体感覚を完全に解放することが必要だったのだ。現存す
る写真に認められる限りでは，〈航空ダンス〉の衣装は極めてシンプルで
ある。メタリックな光沢のあるレオタードと飛行士の帽子を模した同じく
メタリックなキャップを被るほかそれ以上の要素をもたない。結果的に表
現性のために装飾を加えるのではなく，省き，洗練させ，抽象化している。
このことが，いっそう踊りの技術と表現力を際立てたといえるだろう。
さらに，トウシューズを履かずに素足で踊った点も重要な特徴である。
素足をさらけ出して踊る姿は，はしたない姿でもあり，またクラシック・
バレエではトウシューズを履いたうえで可能になる技術を見せることに価
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値がある。こうした衣装の概念を覆すチェンシの選択は，素足でやわらか
なギリシャ風チュニックだけを身にまとい自由に踊ったダンカンの系譜に
近いといえる。
そして，チェンシが〈航空ダンス〉で表現するテーマは２点あった。飛
行機と，飛行中の恐怖や興奮といった，飛行士の感情である。前者は，先
に触れた「飛行士のダンス」に指示されていたように，飛行機という物体
が飛行する一連の動作を模倣することで表現され，言い換えれば機械の動
きを模倣する叙述的な手法である。一方で，飛行士の精神状態や感情といっ
た内面性も重要なテーマとして採用された。回想するチェンシの言葉では
（Vaccarino１９８９：１２０―１２１），
［飛行機が］飛んでいて，ガタガタ揺れる飛行機のこの両翼も揺れているのが印象
的だったんです。身体がそれを見せないといけなかったんです。それから顔は飛
行士が感じていることを表現しないといけなかった。私の意図していたことは，
この両方のことでした。
と率直に語られているように，視覚的な形を模倣する叙述的表現に加えて，
感情や精神性を意図的に舞踊表現に組み込んでいたことがわかる。この特
徴にも，同時代モダン・ダンスにみられた２潮流のひとつである，ダンカ
ンやドイツ表現主義舞踊との共通性が見出される。
２－６ 女性飛行士
飛行士の感情表現や精神状態を踊りに表現するアプローチには２つの可
能性がある。飛行士の内面性を想像するか，自分で体験するかである。チェ
ンシは，マリネッティ同様この振付けのためにアクロバット飛行を体験し
た。ただ，より興味深いことには，チェンシには飛行士を踊る素質があっ
た。というのも，１９１３年，まさにジャンニーナ・チェンシ誕生の年に，イ
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タリアで初めて女性に飛行士免許が発行される。イタリア国内では第２０３
号，女性では初めて飛行士となったロジーナ・フェッラーリオは，ジャン
ニーナ・チェンシの母方のおばであった。幼少期からおばの影響も受けて
育った少女の憧れは，バレリーナと，そして女性飛行士だった。当時は安
心や保証に代えられる乗り物ではなかった不安定な飛行機に乗り込み，迷
わず飛んでみる勇気を受け継いでいたのだろう。空中での体感について，
チェンシは，当時の記録保持者だった最高レベルの飛行士に乗せてもらい
アクロバット飛行を複数回体験したことを度々回想し，こう語っている
（Guatterini１９８６：４４；Fiorani１９９１：４１；Alberotti１９９２：５０）。
最も危険な上昇もやったし，死にそうなほどの旋回も。当時はタリエードと呼ば
れていたリナーテ上空を飛んでいました。意識も現実の感覚も失っていました。
もちろん戻ったときにはぐったりしていたけれど，満足だったわ。
怖かったかですって？とんでもない！ロジーナおばさんから，空中では飛行機に
乗って歩くようなものだって教わっていましたから。この飛行の感覚を理解して
踊りで表現するために，何時間も空にいました。
［アクロバット飛行中には］恐ろしく気分が悪かったけれど，飛行機とは何かわかっ
たし，その飛行を踊りで表現したいと感じたのです。
体験することなしに想像で振付けるのではなく，みずからの心身に感じ
たものや見たものを振付けに落とし込む作業を経たことは，ただ見様見真
似で踊られた作品とは異なる結果をもたらしたであろうことは容易に想像
される。３０年代初頭には民間の遊覧飛行も可能にはなっていたものの，そ
れでもやはり今日われわれが飛行機に関して経験しうることよりもはるか
に恐怖と興奮を伴う刺激的な経験だったにちがいないからだ。
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２－７ 新聞記事に掲載された〈航空ダンス〉評
こうして飛行体験に基づいて踊られた〈航空ダンス〉は観客にどう受止
められたのか。当時の新聞にはチェンシが強い印象を与え，拍手喝采を受
けた様子が伝えられている。新聞記事の舞台評が伝えるところでは，当然
ながら観客が斬新さを受入れるのは容易でなく「［…］動作と造形的ポー
ズにのみ一任された表現の努力こそが挑戦する勇気であることを忘れて，
音楽が無いことを嘆く者もいた」９との報告や，「［…］観衆は，音楽が無
いことに少々戸惑いをみせたものの，この実験の重要性に理解を示した。
また優れた演者とその協力者たちに繰り返し拍手を送った」１０といった報
告が見受けられる。また，〈航空ダンス〉の２部構成を端的に総括してい
る記事もある。
マリネッティによる豊かなイメージは，ダンサーの活き活きとしてリズミカルな
ポーズや表現を可能にしていた。その後，世界で初めて，ダンサーは絵画を踊り
に表すことに挑戦した。プランポリーニによるこの発案は，「静寂のダンス」と彼
は呼び，見事に成功を収めた。［５枚の航空絵画は］ジャンニーナ・チェンシにた
いへん上手く表現され，観客はダンサーに惜しみない拍手を送った。１１
一方で，この当時にすれば「世界で初めて」の試みを含むダンスを「航空
絵画と舞台美術の未来派展」や「未来派最高記録詩人」コンテストの主旨
に沿って報告する批評も見受けられる。
この舞踊芸術は体積と空間の概念に基づき，飛行の感覚と空中の軌道を造形的な
動きとポーズによって描きあげる。空のダンスであるこの新しい芸術は見事な成
功を収めた。美しく洗練されたジャンニーナ・チェンシさんは，たいへん若く，
彫刻のように魅力的な姿でもって―未来派的な衣装をまとい―マリネッティ自身
が（舞台袖で）朗唱する２つの航空詩を，そして完全なる静寂のなかでプランポ
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リーニの美術を，踊った。非常に難しい試みが華麗に成し遂げられた。会場を埋
めた実に洗練された観衆は―とりわけ多くの男性は―過去主義的で宗教的な静寂
のなか，目を見開いて夢中でこの美しきダンサーを追った。最後は熱心に拍手を
送り，―リーノ・ペーザロの計測によれば―１０００分間の拍手喝采となり，第１回
詩レース決勝の勝者であるファルファへの３２０分間の拍手の記録を優に越えた。１２
飛行機が地面から離れ宙を滑空する時間を競い，新記録を競うレースの熱
狂を詩のコンテストに採用する意図に則し，拍手喝采の時間もまた注目す
べき“記録”であったのだろう。実際に拍手が継続した時間を正確に計測
したかどうかは定かではないが，観衆もその意図を十分に汲んで拍手を
送ったことを鑑みると，〈航空ダンス〉への観衆の熱狂を計る基準として
は興味深い報告である。
終わりに
ジャンニーナ・チェンシは，「航空絵画と舞台美術の未来派展」での成
功を受け，おそらく１９３４年まで〈航空ダンス〉を再演した。ただし，航空
詩の朗唱と航空絵画の“伴奏”による即興を含む作品であることから，完
全な再現ではなく，その都度“伴奏”を変更しながら〈航空ダンス〉を踊っ
た。再現性の低い舞踊作品であるが，〈航空ダンス〉とは，飛行機と飛行
中の精神状態を表現する新しい形式による上演作品の総称と定義してよい
だろう。
チェンシは，スカラ座バレエ学校の指導法に則し身体の使い方の厳格な
規則を訓練したうえで，ロシアの訓練方法を学んだ。さらに，ルスカヤの
振付けを踊り新しいダンスの身振りを体験したうえで，民族舞踊を習い，
西洋文化の所作とは異なる身の使い方を身に付けた。よって，〈航空ダン
ス〉の踊りの形式は，古典の規則に鍛えられた身体能力が可能にした，新
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しい表現方法によるモダン・ダンスのひとつであるといえる。以上のこと
から，クラシック・バレエの技巧の鍛錬を重ねたダンサーが未来派という
“触媒”に触れた結果，ヨーロッパに誕生した多様な新しい舞踊形式の流
れを引き入れてイタリアに未来派独自の舞踊表現，〈航空ダンス〉が生ま
れた様が明らかになった。翻って，１９０９年の創立宣言以来，身体を進化す
る主体として扱いながら「航空美学」に昇華しつつあった未来派の芸術創
作においては，〈航空ダンス〉はひとつの到達点であったといえるだろう。
註
１ 本論考は，筆者による博士論文（La danza nel futurismo: Giannina Censi e la danza
moderna「未来派の舞踊―ジャンニーナ・チェンシとモダン・ダンス」，東京外国語
大学・ボローニャ大学共同学位授与制度に則し，２０１３年６月ボローニャ大学に受理さ
れ，同年１１月東京外国語大学に受理された）のために実施した資料調査とその研究を
基盤にしつつ，新たに〈航空ダンス〉に着目し考察している。本論中に引用する未来
派の宣言文には改訂や修正を含む複数の版があるが，決定版とされるものを引用し，
註には引用した版のみを記した。イタリア語テクストの日本語訳は全て筆者による。
２ １９０９年２月９日，«Le Figaro» にフランス語版の宣言文が掲載された。これが初の
公式宣言文であり未来派創立の日付とされている。しかし，実際には宣言文は先立っ
てイタリア国内で発表されている。マリネッティが仏語版と伊語版を詩人，文学者，
記者らに送りつけ未来派への賛同や意見を求め，雑誌や新聞に宣言文を載せるよう“拡
散”を依頼していたため，２月５日にボローニャにて，次いでナポリ，マントヴァ，
ヴェローナ，トリエステ，ローマの各地方紙に宣言文が発表されていた。にもかかわ
らず，宣伝効果等をおそらく考慮し，マリネッティ本人がフィガロ紙版を未来派初の
公式な宣言文であるとみなしている。
３ 本考察において，ジャンニーナ・チェンシの舞踊作品を知る手がかりとした一次資
料は，日記，書簡，新聞記事，チラシ，宣言文，当時の記録写真，録音資料，晩年の
インタヴュー映像，晩年に指導していたバレエ教室の発表会録画資料，教え子による
再演映像等である。残念ながら，チェンシが踊る様子を記録した当時の記録映像が欠
けている。技術的には映像が残されている可能性は十分にあるが，発見されていない
のか存在しないのか，その判断すらも下しかねるのが現状である。調査したジャンニ
ーナ・チェンシに関する資料の多くは，トレント・ロヴェレート現代美術館付属２０世
紀アーカイヴに所蔵されている。それ以外にも個人アーカイヴ所蔵の資料も参照した。
これらのうちいくつかの資料が再録されている出版物としては，Bonfanti 1995, Vac-
carino 1998, Sina 2011が挙げられる。
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４ １９３０年６月８日の日記。これ以降引用するチェンシの日記は全てトレント・ロヴェ
レート近現代美術館付属２０世紀アーカイヴに所蔵されている。
５ １９３０年６月１０日の日記。
６ １９３０年６月１２日の日記。
７ ibidem.
８ マリネッティ自身はアクロバット飛行を体験した場について詳細を残していないが，
航空史に関する文献に見つけられる記述から，１９１０年９月２５日から１０月２日にかけて
開催された「ミラノ国際航空レース」での出来事であったことがわかる。（Cfr. Cobian-
chi 2009）
９ «Corriere della sera»，１９３１年１１月１日。
１０ «Ambrosiano»，１９３１年１１月２日。
１１ «Secolo-Sera»，１９３１年１１月２日。
１２ «L’Ora-Palermo»，１９３１年１１月５，６日。
引用した未来派宣言文と手稿
MF Manifesto futurista「未来派創立宣言」，F. T. Marinetti（１９０９年２月９日）
MPF Manifesto dei pittori futuristi「未来派画家宣言」，Umberto Boccioni, Carlo Dal-
mazzo Carrà, Luigi Russolo, Giacomo Balla, Gino Severini（１９１０年２月１１日）
PF La pittura futurista「未来派絵画宣言」， Umberto Boccioni, Carlo Dalmazzo Carrà,
Luigi Russolo, Giacomo Balla, Gino Severini（１９１０年４月１１日）
UMRM L’Uomo moltiplicato e il Regno della macchina「増強した人間と機械の王国」，
F. T. Marinetti（１９１０年５月）
MTLF Manifesto tecnico della letteratura futurista「未来派文学技術宣言」，F. T. Marinetti
（１９１２年５月１１日）
DDS La declamazione dinamica e sinottica「ダイナミックな梗概朗読」，F. T. Marinetti
（１９１６年）
NRMV La nuova religione-morale della velocità「速度の新しい宗教―倫理」，F. T. Mari-
netti（１９１６年５月１１日）
DF La danza futurista（Danza dello shrapnel − Danza della mitragliatrice − Danza
dell’aviatore）「未来派ダンス宣言」，F. T. Marinetti（１９１７年７月８日）
AP L’Aeropittura「航空絵画宣言」，Balla, Benedetta, Depero, Dottori, Fillia, Marinetti,
Prampolini, Somenzi, Tato（１９３１年２月）
ST Scritto senza titolo, in Mostra futurista di aeropittura e di scenografia（Mostra per-
sonale di Prampolini），catalogo della mostra（無題，「航空絵画と舞台美術の未来派
展」カタログに寄せられた手記），G. Dottori（１９３１年１０月）
140 専修人文論集１０１号
参考文献
Alberotti M.（a c. di）
1992 Ho portato la rivoluzione, in «Oltre», Pavia, Amministrazione Provinciale, n. 13, di-
cembre.
Bentivoglio L.
1980 Giannina Censi e la danza futurista , in «Immagine danza», a c. di Luigi Tomaselli
e Daniela Zucca, Pavia, Amministrazione provinciale, p. 20.
1984 Danza e futurismo in Italia（1913―1933）, in «La danza italiana», a c. di José
Sasportes, Roma, Theoria, n. 2, autunno, pp. 61―82.
Bertini S.
2002 Marinetti e le “Eroiche serate” , Novara, Interlinea.
Bonfanti E.
1995 Il corpo intelligente. Giannina Censi , Torino, Il segnalibro.
Bonito Oliva A.（a c. di）
2009 Futurismo Manifesto 100×100. 100 anni per 100 manifesti, catalogo della mostra,
Milano, Electa.
Caruso L.
1990 Manifesti, proclami, interventi e documenti teorici del futurismo. 1909―1944 ,
Firenze, S.P.E.S.
Cobianchi M.
2009 Pionieri dell’aviazione in Italia. 1908―1914 , a c. di Fiorenzo Longhi, Vignola, Vac-
cari（I ed. 1943）.
De Grassi, M., Scuderio, M. et al.（a c. di）
2009 Futurismo giuliano. Gli anni Trenta. Omaggio a Tullio Crali , catalogo della
mostra, Maliano del Friuli, Edizioni della Laguna.
Fiorani P.
1991 Giannina Censi in tuta rosa a danzare il futurismo, in «La Provincia di Pavia»,
Pavia, Amministrazione Provinciale, n. 7, dicembre, pp. 39―42.
Guatterini M.
1986 La danza aerea del futurismo, in «Balletto oggi», Milano, Nuova Scena, n. 35, lug-
lio, pp. 44―45.
Lapini L.
1977 Il teatro futurista italiano, Milano, Mursia.
2009 Futurteatro. Saggi sul teatro futurista, a c. di Andrea Mancini, Pisa, Titivillus.
Lista G. e Masoero A.（a c. di）
2009 Futurismo 1909―2009. Velocità + Arte + Azione, catalogo della mostra, Milano,
Skira.
イタリア未来派〈航空ダンス〉考察（横田） 141
Marinetti, F. T.
2010 Teoria e invenzione futurista, a c. di Luciano De Maria, Milano, Mondadori（I ed.
1968）.
Rebeschini C.（a c. di）
1994 Crali futurista / Crali aeropittore, catalogo della mostra, Milano, Electa.
Roffi S.（a c. di）
2009 Futurismo! Da Boccioni all’aeropittura , catalogo della mostra, Milano, Silvana.
Sina A.（a c. di）
2011 Feminine futures. Valentine de Saint-Point. Performance, danse, guerre, politique et
érotisme. Performance, Dance, War, Politics and Eroticism, Les Presses Du Réel.
Yokota S.
2012 Il corpo danzante del futurismo: storia dell’aviazione e tentativo di volare danzando ,
in «Danza e ricerca. Laboratori di studi, scritture, visioni», n. 3, pp. 61―83.
2013 La danza nel futurismo: Giannina Censi e la danza moderna , tesi di dottorato, Uni-
versità di Bologna e Tokyo University of Foreign Studies.
2015 La danza nel futurismo: la sensibilità corporea di Marinetti , in «Danza e ricerca.
Laboratori di studi, scritture, visioni», n. 6, pp. 151―159.
Vaccarino E.（a c. di）
1998 Giannina Censi. Danzare il futurismo, catalogo della mostra, Milano, Electa.
